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緩和ケアチームにご相談ください 

～がんと診断されたときから始まる緩和ケア～ 

 がんと診断されたときから、ご本人やご家族が直面するさまざまな問題に対
して提供する医療やサポートのことを「緩和ケア」といいます。緩和ケアは、皆
さまにがん治療や生活をより良く行っていただくためのものです。 

   

～緩和ケアチームとは～ 

 患者さんやご家族が、より良い状態でがん治療や生活を行えるようなサポー
トを目指したチームです。主治医と相談しながら、医療やケアを行っていきます。
（主治医の交代はありません。） 
 医師・看護師・薬剤師・臨床心理士・ソーシャルワーカー（社会福祉士）がメ 
ンバーです。それぞれが専門性を活かし、チームで対応します。 
 ご本人だけではなく、ご家族の心配ごとの相談もお受けしています。 

～お悩みはありませんか？～ 

体のつらさ こころの悩み 
療養についての

悩み 

がん治療による副作用
（吐き気や便秘など）や病
気による痛み、だるさ、む
くみなどからだにつらいと
ころはありませんか？ 

一緒に症状の改善方法を
考えます。 

落ち込んだり、イライラし
たり、不安になったりする
ことがあります。臨床心理
士がお話を聞きながら、こ
ころの負担が少なくなるよ
うにお手伝いをいたしま
す。 

治療に関する医療費、就労、アピ
アランス、療養場所、在宅ケアを
受けたいけれどどのような手続き
をすれば良いのか、など療養につ
いての悩みごとはありませんか？
ソーシャルワーカーが一緒に考え、
安心して取り組めるようにサポート
いたします。 

 このようなお悩みある場合は、一人で抱え込まずいつでもご相談ください。緩和ケア
チームメンバーが一緒に考えていきます。 

＜ご相談方法＞ 

  主治医や看護師に、緩和ケアチームに相談したいとお声がけください。 

 チームメンバーが皆さんのもとにうかがいます。 

参考資料： 大崎市民病院 緩和ケアチーム パンフレット 



 リサイクルデザイン工房「友の会」のみなさま 
本当にありがとうございました。 

出入り自由ですので、お気軽にお立ち寄りくださいね。 
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サロンは当院2階にございます。（化学療法室隣です） 

★冊子をもらいに行ってみよう。 ★誰かと話したいなぁ。 
★ウィッグやメイク、ハンドケアのことが知りたいなぁ。 ★看護師さんや心理士さんとお話してみようかなぁ。 
★診察前や治療後に休憩に行ってみよう。 ★お茶を飲みながらゆっくり本を読もう。 
★体験者の方とのおしゃべりサロンに行ってみようかなぁ。   
★催し物に参加してみたい。 ★インターネットで情報を調べよう。 などなど、            

開設時間 平日9：30～16：30 

  平成29年12月業務報告  のべ来室者数 181名 （1日平均来室者数 9.05名） 

    リサイクルデザイン工房「友の会」様より 
    ゴム入り手作りタオル帽子のご寄付を頂戴いたしました。  

 昨年に引き続き、リサイクルデザイン工房
「友の会」（大崎市）さんより、ゴム入り手作
りタオル帽子のご寄付をちょうだいいたしまし
た。女性に人気のゴム入りタイプです。 
 サロンに設置し、脱毛でお困りの方に差し上
げておりますので、どうぞお立ち寄りください。 


